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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 自主学習を促進させる「ガイダンス」と「問いかけ」

国見町立国見小学校

【取組の概要】

家庭学習充実のために、各種手引きの配付・活用を図っている。特に、「自主学習の

手引き」にある〈特別メニュー〉には、問題づくりや新聞づくりなど、学習内容を深め

ることのできる内容が例示されている。また、「教師の問いかけ」により、自主学習を

促進させている。

１ 取組① 内容・方法を指導しています

（１）ガイダンス機能の充実

① 「自主学習の手引き」の工夫

「自主学習の手引き」には、〈定番メニュー〉と〈特別メニュー〉の２つが例

示されている。〈定番メニュー〉には、漢字や計算の練習、予習や復習といった

内容が示され、〈特別メニュー〉には、「算数の問題づくり」「算数新聞づくり」

「福島県の市町村の特産物や観光スポット調べ」などが示されている。

例えば、「算数の問題づくり」では、「身の回りの出来事を算数の問題にして

みよう。(買い物、時計、面積など)」と言葉が添えてあり、児童が問題づくりを

行う際のヒントとなっている。学年が上がるに従って、〈特別メニュー〉に取り

組む児童が増えている。

② ノートのまとめ方の例示

年度当初にノートのまとめ方を教師側から例示している。児童はそれを自主学

習ノートの表紙裏に添付し、ノートづくりの際に参考にしている。

次第に児童自らが工夫をする姿が見られるようになり、個性的なノートが増え

ている。

《教師の例示》 《例示を参考にしてつくった児童のノート》
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（２）「はなまる自学ノート」の掲示と教師の「問いかけ」

・ 児童同士がノートを見合う機会を設定し、教師がノートの工夫点や参考にしてほ

しい点などをカードに記入し掲示している。また、よいノート例は、ファイリング

し、随時見合うことができるようにしている。さらに、自主学習ノートに、教師か

ら「問い」を書き込み、児童がさらに主体的に課題を追究しようとする態度の醸成

を目指している。

２ 取組② 共通理解を図っています

・ 学力向上グランドデザインに「家庭学習スタンダード」の活用について明記し、保

護者の理解を得ている。また、学習の基盤習慣の形成に向けてショートスパンでＰＤ

ＣＡサイクルを回している。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「子どもに身に付けさせたい力の明確化」と「家庭学習の内容指導」

福島市立森合小学校

【取組の概要】

家庭学習を通して、「自分を知り、課題と向き合う力」を子どもたちに身に付けさせ

るべく、全職員で共通理解のもと指導に当たっている。学習や生活の振り返りや各種検

査・テスト等の自己分析をはじめ、子どもたち自身に課題に気付かせる機会を設定する

などの取組を行っている。

１ 取組① 共通理解を図って指導しています

（１）子どもに身に付けさせたい力の明確化

今年度は、子どもに身に付けさせたい力を「自分を知り、課題と向き合う力」と

設定し、全職員で共通理解を図った。普段の学習や生活を振り返り、自分の課題と

向き合う子どもの育成を目指している。

子どもたちが、「自分を知る」ことができるようにするために、高学年において

は、各種検査、テスト等の結果を自己分析する機会を設けている。６年生は、前年

度実施の県学力調査の結果を自己分析し、各教科で「よくできた内容」「課題のあ

る内容」「今後必要な勉強」の３点について自己を見つめさせ、家庭学習の実践に

つなげる取組を行っている。

（２）自主学習の捉え方や順序

以下の内容を、全職員の共通理解のもと、同一歩調で指導している。
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２ 取組② 内容・方法を指導しています

（１）「家庭学習の手引き」の活用

２年生から６年生まで、学年ごとに「家庭学習の手引き」を作成、配付している。

（１年生は宿題の提示）自主学習については、３学年から①ばっちりメニュー（国

語と算数の苦手をなくす学習）、②わくわくメニュー（得意なこと・興味のあるこ

とをのばす学習）の２段階で提示し、学習意欲の喚起を促している。

また、②わくわくメニューにおい

ては、調べ学習や教科の問題作り、

読書や、新聞記事を読んで感想を書

くなど、「調べ、考え、書く」活用型

の学習内容の提案・推進も図ってい

る。

（２）教師による振り返り・自己評価

子どもたちに自己の取組を振り

返らせたり、自己分析をさせたり

するだけではなく、指導する教師

側の振り返り・自己評価も行って

いる。

評価については、「家庭学習を充

実させるための学校の４つの取組

について」、「自己マネジメント力

を育む働きかけについて」の大き

く２つのカテゴリーで行い、でき

た項目にチェックをする形で簡易

的に実施している。

自己分析を行い、学期末までに

意識して取り組むことを、それぞ

れの教師が自己目標として設定し、

指導につなげていくなど、家庭学

習の充実を目指すショートスパン

のＰＤＣＡサイクルに取り組んで

いる。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「学び方指導」と「保護者の意識の啓蒙」

国見町立県北中学校
【取組の概要】

家庭学習充実のため、５教科で「家庭学習の手引き」を作成しており、全校生が常に
目にし、活用できるように「柏葉ノート」に掲載している。また、個別指導の充実を図
ることで、生徒たちの学習に対する意欲も高まってきている。
さらに、「家庭学習スタンダード」を配付するだけではなく、各家庭での認知状況等

を確認したり、意識を啓発したりする取組も行っている。

１ 取組① 内容・方法を指導しています
（１）学校独自の生活記録ノート「柏葉ノート」を活用して

の学び方指導
「柏葉ノート」に各教科（５教科）の「家庭学習の手

引き」を収録し、生徒たちが日常的に手引きを活用でき
るように配慮している。
また、学力向上グランドデザインに「学習の仕方が分

かる生徒」の目標値を８０％以上（学習意識調査）と明
記し、その具現化に向け、教科ごとの学び方指導に力を
入れている。
「家庭学習の手引き」は、各教科で授業と家庭学習を

つなげることを目標として作成し、全職員が共通理解を
図って指導を進めている。

【「家庭学習の手引き」の内容・構成】
１ 授業前 予習について ２ 授業後 復習について
３ テスト勉強について ４ 生活の中における教科での取り組み方について

国語科
《予習と準備》
① 教科書の文章を音読する。（ゆっくり、大きな声で、はっきりと！）
※ 詩や短歌、俳句、そして古典（古文と漢文）は、暗唱できるくらいに音読しよ
う。

② 分からない部分や疑問に思うところ、不安なところは印をつけておく。
※ 常に疑問を持って授業に臨むようにしよう。

《復習》
① 今日はどんなことを学習しましたか ： ノートやワークシートなどを見直しま

しょう。
② 授業前の自分の課題は解決できましたか ： 疑問点をしっかり確認しましょう。
③ ワークの問題などを解いてみましょう ： きちんと理解できていましたか。
④ 漢字は必ず書いて覚えましょう ： 努力して練習しないと覚えられません。
数学科
《予習》
○ 次時の授業の予習を行う。
・ 教科書を読んだり、例題を解いたりする。
・ 数学の友を教科書を参考にしながら自主的に進める。

《復習》
○ 授業の中で理解できなかったことをその日のうちに確認し、できるようにする。
○ 数学の友の問題を解き、授業で学習したことをしっかり定着させる。
○ 授業で提示された課題（宿題）に必ず取り組む。
○ 「自主学習ノート」を活用する。

※ 「家庭学習の手引き」より一部抜粋
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（２）丁寧な個別指導
学級担任が自主学習ノートの点検だけでなく、よりよい学習となるよう、個別に

助言を行うなど丁寧で細やかな指導を行っている。

２ 取組② 協力・連携体制を築いています
４月のＰＴＡ総会時に「家庭学習スタンダード」について、保護者に関心をもっても

らうように、以下のような紙面を用意した。穴埋め形式にして提示することで、保護者
が各家庭で何ができるかを考える機会となった。

アドバイスを基に、授業で学んだ

内容を再度まとめ直してきました。

よりよい学習、よりよいノート作り

を目指す前向きな姿が素晴らしいで

す。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「自己マネジメント力」の育成、学校・保護者の連携

伊達市立松陽中学校

【取組の概要】

学校全体で生徒の「自己マネジメント力」の育成に取り組んでいる。また、中学校区

４校の教師と保護者が、家庭学習について共通理解を図っている。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

（１）Ｒ－ＰＤＣＡサイクルによる「自己マネジメント力」の育成

① 生徒の学びのサイクル

年度当初に「家庭学習スタンダード」をもとに改善した「学習の手引き」を配付

し、活用することで、Ｒ－ＰＤＣＡサイクルを学校全体で推進している。

Ｐ（Plan） Ｄ（Do） Ａ（Action）

家庭学習の計画を立て 実際に学習に取り組 学級活動の時間に「テスト勉強計

る。 む。 画票」や「生活記録ノート」を活用

し、自分に合った学習内容だったの

かなど、学習内容・方法を振り返り、

家庭での生活も含めて見直す。

Ｃ（Check）

定期テスト等で学習

の成果を確かめる。

Ｒ（Research）

学習の振り返りの結果を受けて、「家庭での学習・生活チェックシート」を利用し、

もう一度自分自身の取り組みを振り返り、「学習の手引き」を再度活用し、家庭学習の

改善に生かしている。

授業に臨む

家庭学習を行う

定期テスト等
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② 教師の「授業改善のサイクル」

生徒が主体的に学習に取り組

むためには、教師の授業力向上

が必要不可欠である。そこで、「授

業スタンダード」を活用した授

業改善、全教員による授業研究

の実施、各種テストの結果分析

による課題把握など、教師自身

もＲ－ＰＤＣＡサイクルを通し

て、生徒と共に「授業づくり」

に取り組んでいる。

２ 取組① 協力・連携体制を築いています

（１）中学校区４校での共通の取組

中学校１校と小学校３校において、小中連携会議を年２回実施している。昨年度は

各学校から「学習の手引き」を持ち寄り、内容の再検討を行い、共通理解を図り改善

を図った。

今年度の第１回会議では、

５つの分科会に分かれ今まで

の成果と課題をもとに協議が

行われた。分科会ごとに共通

実践事項を決定し、今年度１

年間を通した中学校区４校の

取組について、共通理解を図

った。共通実践事項について

は、保護者にも学年便りや保

護者会等で周知し、学校と保

護者が一体となって実践でき

るようにしている。

（２）学校ホームページの積極的な活用

学校ホームページにおいて、生徒の学校生

活の様子を保護者や地域に向けて配信してい

る。学校行事など特別な場合だけの配信では

なく、普段の授業の様子についても積極的に

配信することで、生徒が学校において、どの

ような学習をしているのかを知ってもらうこ

とができ、家庭での学習環境づくりや心の支

えに結びつくよう工夫している。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「課題量の調整」と「進路指導による家庭学習の意識付け」

二本松市立岩代中学校

【取組の概要】

宿題等の課題量の調整を、各学年・各教科で行い、生徒たちに提示している。また、

上級学校訪問など進路指導を充実させることをとおして、授業はもちろん、家庭学習も

含めた学習意欲の喚起、高揚を図っている。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

（１）課題量の調整

職員室前の掲示板に宿題一覧を掲示。各教科、各学年の宿題が一目で確認できる

ようになっており、教員間で課題量の調整を行う際の参考になっている。

（各教科の宿題は付箋に書かれ、簡単に貼ったり、はがしたりできるのも便利。）

また、課題量の調整以外にも、生徒

たちがその日、その週の宿題を把握す

るのにも役立っており、家庭での学習

に見通しをもつことができている。

（２）長期休業中における部活動での学習タイムの設定

長期休業中は、家庭で過ごす時間が多くなり、家庭での学習がなかなかコントロ

ールできない状況になりやすい。

そこで、部活動の前後に学習時間を設定し、課題に取り組ませることで、その後

の家庭学習につなげる取組を行っている。

２ 取組② 授業と家庭学習をつなげます

○ 基礎学力コンテストと家庭学習

各学年、それぞれ５教科の「基礎

学力コンテスト」を年１回実施して

いる。

各教科とも知識・理解及び技能を

中心とした出題となっており、家庭

学習において、繰り返し学習するこ

とを通して、学習内容の確実な定着

を図るとともに、「わかった」「でき

た」という達成感や成就感を味わわせることもねらっている。成績上位者には、表

彰を行い、その頑張りを称賛している。
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３ 取組③ 協力・連携体制を築いています

○ 学校ホームページの活用

基礎学力コンテストの様

子や中間・期末テスト等の

予告、各教科学習の意義、

生徒の学習への取組の様子、

生徒の進路選択への支援の

必要性など、学校ホームペ

ージを通して、保護者等へ

の話題提供と意識を高める

働きかけを行っている。

４ 取組④ その他の取組

（１）将来に夢を馳せる進路指導の充実

３年生が２日間に渡って、大学や専門学校等の上級学校訪問を実施することで、

生徒が自分の進路選択を考える上での参考にする機会としている。

《１日目》福島大学：図書館見学とキャリア教育の講義

ハローワークの方から働くことの意義についての講義

《２日目》ＦＳＧカレッジリーグ：見学、体験

生徒が進路選択する上で、自分の将

来像を思い描くことが大切である。し

かし、材料がなければ具体的なイメー

ジがもてないばかりか、考えるきっか

けすらつかみにくいのが現状であるた

め、上級学校訪問を行っている。これ

がきっかけとなり、日頃の何気ない出来

事にも自分の将来と結びつけて考える機

会が生まれるため、家庭学習に対する向

き合い方も変わってきている。

（２）生徒の自主的活動によるノーネットデー

過剰なネット利用により家庭における学

習時間を圧迫している状況が見られる。そ

の問題を解決するために全校道徳を実施し、

自分たちの課題としてとらえさせ、解決策

を話し合わせた。それを踏まえて、生徒会

がネット利用のルールとしてとりまとめ、

臨時生徒会総会でルールが制定された。「１ 全校道徳の話し合いの場面

のつく日はノーネットデー」となったほか、

定期テスト２週間前からホップ・ステップ

・ジャンプのノーネットデーを段階的に設

け、家庭学習に力を入れることになった。

また、保護者にも学校だよりやホームペー

ジなどを活用して、協力の要請を図ってい

る。

臨時生徒会総会の様子
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「共通実践の継続」と「自己有用感の高揚」

田村市立船引小学校

【取組の概要】

家庭学習について教職員が共通理解を図り、共通実践を継続して行っている。また、

保護者と連携を図り、子どもたちの自己有用感を高める手立てを講じることで、意欲的

な自主学習への取組が生まれている。

１ 取組① 内容・方法を指導します

（１）「手引き」に基づく、共通実践の徹底

「船引小学校学習のきまり」「家庭学習の進め方」

について、年度初めに教職員で共通理解の場をも

ち、共通実践を図っている。

自主学習の取組では、児童自身で設定した「め

あて」、取り組んだ内容についての「振り返り」を

記入させている。教師は、改善へのアドバイスや

取組への称賛のコメントを記入し、自主学習への

意欲付けを図っている。

また、「現職だより」や「職員会議」で家庭学習

への取組について、各学年間の取組に差が出ない

ように確認する機会を設けている。

（２）ノートの展示

素晴らしい取組をしている自主学習ノートを廊

下に展示するだけでなく、１冊目、２冊目と過去

のノートも並べている。同クラス、同学年だけで

なく、異学年のノートもいつでも見に行ける環境

が整っている。

＜お互いのノートを見合う１年生＞

取り組んだ内容について説明し合ってい

ます。

「○○ちゃん、きれいな字だね。」

「わたしは、たし算をやってきたんだ。」

「いっぱいやっていて、すごいね。」
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２ 取組② 協力・連携体制を築きます

（１）お便り・ホームページをとおした学校の取組の発信

授業参観や学級懇談で家庭学習の現状や成果・課題を保護者と共有している。また、

実例を挙げて家庭学習の進め方を紹介している。さらに、学校のホームページに各学

年での取組を紹介することで、取組の経過を保護者に知らせるとともに、家庭学習へ

の関心を高めるようにしている。

（２）保護者の手が加わった自主学習ノート

学校から配付された「学習のきまり」と「家庭学習の約束」により我が子の家庭学

習に対する、保護者の意識が高まり、子どもの自主学習に一緒に取り組む事例が増え

てきた。下の例では、１年生の保護者が、一緒にめあてをつくり、問題を作成して丸

付けを行っている。また、５年生の保護者は、子どものめあてに沿った問題を作り、

答え合わせをしている。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「学校目標達成ビジョン〈家庭版〉の作成」と「家庭との目標の共有」

浅川町立里白石小学校

【取組の概要】

子どもたちに「自己マネジメント能力」を育成すべく、家庭学習の取組はもちろん、

学校の教育活動全般において、「目標設定」と「振り返り」を大切にした教育活動を展

開している。

１ 取組① 協力・連携体制を築いています

保護者への啓発

・ 授業参観全体会で「家庭学習スタンダード」を周知（校長、学年担当）

・ 「学校目標達成ビジョン〈家庭版〉の作成」と「家庭との目標の共有」

２ 取組② 内容・方法を指導しています

（１）「目標設定」と「振り返り」

①「家庭学習の記録カード」の活用

・ 昨年度から、全学年で、家庭

での学習の様子（学習、読書、

お手伝い、テレビやゲームの時

間）とともに、週のはじめに「家

庭学習のめあて」、週の終わりに、

その「振り返り」を記入させる

ことで、自己マネジメント力の

育成につなげている。（自己のよ

さの自覚と発揮・改善）
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②「読書カード」の活用

・ 学校で毎朝１０分間の読書活

動を実施。家庭においても１０

分以上の読書活動を行っている。

・ 家庭学習同様、「目標」と「振

り返り」を大切にしている。

（一月の目標冊数：低学年１５

冊、中学年１０冊、高学年８冊）

※ 教科書教材に関連する図書リ

ストの準備。（保護者からは、「何

を読ませればよいか分かりやす

い」とたいへん好評）

（２）「家庭学習の手引き」の活用

・ 「家庭学習の手引き」には、家庭での学習の仕方や学習内容の例（パワーアッ

プ自主学習ガイド）を掲載。

・ ラミネート加工してノートに挟ませ、勉強する際に常に意識できるように配慮

している。

３ 取組③ 共通理解を図り指導しています

（１）家庭学習オリエンテーション、読書オリエンテーションの実施

・ 全校朝の会で「家庭学習」「読書」について担当がガイダンスを実施。

・ 全校生に目的を伝え、一人一人に目標をもたせた上で、主体的に取り組むこと

ができるようにしている。

・ 全校生を対象にオリエンテーションを実施することで、学校全体（全児童、全

職員）で共通理解が図られ、ぶれない指導が可能になる。

・ 朝の全校集会時等に繰り返しオリエンテーションを行うことで定着を図る。

（２）「家庭学習の手引き」の作成・配付

学年に応じた「家庭学習の手引き」（低学年・中学年・高学年）の作成・配付。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「３点固定」と「メディアコントロール」

須賀川市立仁井田中学校

【取組の概要】

自主的に家庭学習に取り組む生徒は多いが、家庭学習の質を高めたい。そのためにも、

小・中学校の連携とともに、家庭・地域も巻き込んで、生徒の自己マネジメント力の向

上を目指して取り組んでいる。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

（１）中学校区での共通の取組

中学校区において以下の２点について連携を図った実践を行っている。

① 「３点固定」：起床・就寝・学習開始時刻の固定

② 「メディアコントロール」：スマートフォンやゲーム機等の望ましい使い方が

できるよう家庭内での約束を定める。

（２）意識調査の実施

年度当初に、以下の目的で意識調査を実施した。

① 各家庭における「家庭学習スタンダード」

「３点固定」「メディアコントロール」の

認知度把握

② 生徒の家庭学習状況の振り返り（「家庭

学習スタンダード」中面９つのチェック項

目「お子さんと一緒に家庭学習を振り返っ

てみませんか？」を活用）

意識調査の結果、「家庭学習スタンダード」

等の認知度は決して高いとはいえない現状であ

った。

また、一方で、９つの項目中６項目で肯定的

な回答が上回るなど、家庭学習に対する意識の

高さが伺えた。今後は、県教育委員会作成の「家

庭での学習・生活チェックシート」の活用を検

討している。生徒自身が学期ごとに振り返ると

ともに、一人一人の変容を見取り、様々な取組

について家庭や地域に発信していく予定である。

２ 取組➁ 内容・方法を指導しています

（１）家庭学習ノートの充実を図る取組

「家庭学習スタンダード」を基に、各学年の実態に応じて、学習のポイントを明記

した「自主学習の進め方の例」を配付している。

生徒は、この例を参考にしながら自主学習を進めているが、次第に、「自分なりの

工夫」をする生徒が出てきている。「自主学習の進め方の例」は、あくまでも一つの

モデルであり、生徒自身が、自分の個性を発揮して、より自分に適した自主学習の進

め方を確立することができるように、見取り、励ましている。
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また、生徒会の学習委員が中心となり、

他の模範となる家庭学習ノートを選んで、

廊下に掲示している。学習副委員長に話

を聞くと、どのような視点でノートを選

んだのか、明確に答えることができ、生

徒たちが自ら進んで活動している様子が

伝わってきた。掲示されたノートを見る

ことが、生徒自身が家庭学習ノートを振

り返る機会となっており、よい刺激とな

っている。

その他にも、互いの家庭学習ノートを

見合い、よい点や改善点を付箋に書き、

意見交流を行っている学級もある。

（２）家庭学習ノートと生活の記録の融合

家庭学習ノートの上部に、毎日

の生活の記録を貼り付け、翌日の

予定や生活の反省、「３点固定」

や「メディアコントロール」に関

する項目について記入させてい

る。その日の学習内容や翌日の予

定などが、家庭学習ノートを見る

だけで確認ができ、生徒自身が計

画的に家庭学習を行えるよう工夫

している。

今回は、多くの内
容が書かれていて、
赤ペンや青ペンな
どが効果的に使わ
れているノートに
注目しました。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「１２の約束」、学びの質の転換

郡山市立逢瀬中学校

【取組の概要】

小規模校の「よさ」、生徒の「よさ」を生かし、一人ひとりを伸ばす学校を目指し、

きめ細かな指導にチームとして取り組んでいる。また、小・中学校の連携とともに地域

との連携も密にして、保護者・地域と共に歩む学校づくりを行い、地域全体で生徒の自

己マネジメント力の向上に取り組んでいる。

１ 取組① 協力・連携体制を築いています

（１）中学校区３校での共通の取組

中学校区３校において「１２の約束」を作成し、児童生徒及び各家庭に配付してい

る。「１２の約束」は「学習の約束」と「生活の約束」それぞれ６つの約束から構成

されており、９年間

を通して学習習慣、

生活習慣の確立を目

指している。発達段

階に応じて４パター

ン（小学校低・中・

高、中学校）用意さ

れており、小学校段

階においては、子ど

もに対する家庭での

働きかけを具体的に

例示し、家庭での協

力が得られるよう配

慮している。

また、中学校段階

においては、生徒の

自主性を育てるため

「１２の約束」につ

いて繰り返し指導を

行っている。

小規模学校のよさ

を生かし、一人一人

の家庭学習の様子を

丁寧に見取ることで

子どもを伸ばす学校

づくりを目指してい

る。
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（２）３校合同でのＰＴＡ連絡協議会や学校評議員会の実施による連携体制の確立

小中連携の充実を図り、授業や部活動の交流や中学校教員による出前授業など、児

童生徒の交流活動を積極的に行ったり、３校の全教員が集まり授業研究会を行い、指

導力向上に努めたりしている。さらに、「１２の約束」を家庭だけではなく地域にも

配布したり、３校合同のＰＴＡ連絡協議会や学校評議員会を実施して、学校と家庭、

地域が教育活動の成果や課題を共有したりするなど、地域全体で一丸となり、児童生

徒の教育に取り組んでいる。

２ 取組➁ 内容・方法を指導しています

学びの習熟・発展を図る内容への質の転換

① 「家庭学習スタンダード」の Research（自分を知る）・Plan（計画する）・Do（自
ら学習する）に重点を置き、小学校での指導を引き継ぎ、学習の習慣化と質の向

上を図る指導を継続して行っている。家庭学習ノートに担任がコメントを記入し

称賛やアドバイスを行ったり、見本となる家庭学習ノートを教室や廊下に掲示し

たりするなど、生徒の取組を認め、伸ばしていくことに全職員で取り組んでいる。

継続して取り組んできたことにより、自分自身の課題に気付き、その課題を解決

するために学習内容を工夫する姿が見られ、家庭学習の質の転換が図られてきて

いる。その

成果が、全

国学力・学

習状況調査

や県学力調

査、ＮＲＴ

等にも表れ

ている。

② 家庭学習の充実を図るために、「いつも決まった場所で」「計画した時間に」「テ

レビを消して」等、家庭での学習習慣の確立について、学年便りや保護者会等で

も家庭への協力を継続して呼びかけている。

③ 校長が朝学習で生徒に計算問題を出題し、解答を行うなど、管理職も含め全教

職員が一丸となって、生徒の学力向上に取り組んでいる。また、学校図書館の充

実を図り、「朝の読書」だけでなく、家庭での読書「家読」の時間の確保にも努

めている。学校での学習環境づくりが家庭学習の基盤になると考え、学校全体で

取り組んでいる。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 全国学力・学習状況調査等やＱＵの分析結果を生かした学校経営と保護者

と協力した家庭学習の習慣化に向けた取組

白河市立白河第三小学校

【取組の概要】

全国学力・学習状況調査等や年間２回実施のＱＵの分析結果を基に、授業改善、授業

と家庭学習の接続、よりよい学級集団づくりを学校全体で行っている。

また、「家庭学習の手引き」や「○年生の家庭学習」、「家庭学習・生活表」などを活

用して、保護者との協力体制を確立し、児童の家庭学習の習慣化に向けた取組を行って

いる。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

（１）全国学力・学習状況調査等の結果分析による授業改善と授業と家庭学習の接続に向

けた取組

全国学力・学習状況調査の実施後すぐに自校採点を行い、結果を分析している。そ

の他の学力調査等の結果も踏まえ、校内研修等において全教職員で成果と課題や今後

の指導について協議を行い、４月の段階で共通理解を図っている。それらを基に、授

業や「家庭学習の手引き」等を見直し、「子どもの心に火（意欲）を灯す」教育活動

をモットーに学力向上に向けた取組を行っている。

（２）ＱＵの分析結果を生 ＜学力向上グランドデザインの一部＞

かしたよりよい学級集

団づくり

ＱＵを年間２回実施

し、その分析結果を基

に、人間関係づくりや

児童理解、授業改善の

方途を検討している。

また、構成的グループ

エンカウンターの実践

を通して、よりよい学

級集団づくりに学校全

体で取り組み、教育活

動全体の基盤としてい

る。
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２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 保護者と協力した家庭学習の習慣化に向けた取組

年度当初、家庭に「家庭学習スタンダ ＜家庭学習の手引き＞

ード」に基づいて作成している「大切で

す！家庭学習（家庭学習の手引き）」を

配付し、学年懇談会や学年だより等で、

継続的に保護者へ周知することで、学校、

家庭が協力して児童の家庭学習の習慣化

を図っている。

児童に対しては、どのように家庭学習

に取り組めばよいのかを、「○年生の家

庭学習」により、継続的に指導している。

学年が進むに連れて学習時間が増えてい

くのはもちろんのこと、担任から指定さ

れた課題と自主学習の割合についても児

童自らが考え、中学校への接続を意識し

ながら、実践している。

３年生以上では、「家庭学習・生活表」

を活用し、児童自身が自分の家庭学習や

生活を振り返るとともに、保護者にも意

識してもらえるよう働きかけを行ってい

る。

＜学習内容・時間の目安＞ ＜家庭学習・生活表＞
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「学校生活のしおり」を活用した学習習慣の確立、家庭学習の質的改善、

全国学力・学習状況調査問題等の活用

白河市立白河中央中学校

【取組の概要】

３年間を通して「学校生活のしおり」を活用し、学習習慣の確立を図っている。また、

家庭学習の習慣化から質的改善に向けた様々な取組をうとともに、全国学力・学習状況

調査の結果を分析し、自校の課題について共通理解を図り、授業や家庭学習に活用して

いる。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

○ 「学校生活のしおり」を活用した学習習慣の確立

新入生に「学校生活のしおり」を配付し、オリエンテーシ

ョンを実施している。中学校における学習のねらいやそのね

らいを達成するためにどのようなことが必要なのか、授業で

の心構え、家庭学習の仕方など、オリエンテーション実施後

も３年間「学校生活のしおり」を基に、各教科において指導

を継続している。また、家庭と連携が取れるよう、保護者に

対して学年だよりや保護者会などで周知を行っている。継続

的に「学校生活のしおり」を活用することで、全教職員が共

通理解の基、一貫した指導ができている。

また、小中連携の観点から、学区内の小学校にも「学校生

活のしおり」を提供し、小中学校の接続がスムーズになるよ

う配慮している。
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２ 取組② 内容・方法を指導しています

（１）家庭学習の習慣化から質的改善に向けた取組

各学年、各学級の自主学習ノートの

提出率を週単位で調査している。校内

で実施しているアンケート調査結果か

らも、ほぼすべての生徒に家庭学習の

習慣が身に付いていることがうかがえ

る。そこで、「家庭学習の質的改善」を

掲げ、「家庭学習スタンダード」の視点

を基に家庭学習チェックシートを作成

している。生徒自身に家庭学習の自己

評価をさせ、改善に向けた手立てを考

えさせるとともに、保護者にもコメン

トをもらい、家庭の協力を得られるよ

うに工夫している。さらに、各学級に

おいて、工夫された自主学習ノートを

「自学王」として紹介する取組も継続

的に行っている。

＜「自学王」に選ばれた自主学習ノート＞

（２）全国学力・学習状況調査問題等の活用

全国学力・学習状況調査実施後、すぐに自己採点させることで、生徒自身が課題を

意識できるようにしている。教員も教科部会で採点を行い、どのような問題が出題さ

れていて、生徒にどのような力を身に付けさせればよいのか共通理解を図り、学習指

導に生かしている。さらに、過去の全国学力・学習状況調査問題や高校入試問題を小

問ごとに各学年に振り分け、定期テストや授業、家庭学習などで活用している。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「１２年間をつなぐ家庭学習」と「自主学習の内容の工夫」

会津坂下町立坂下南小学校

【取組の概要】

町内１中学校、２小学校、２幼稚園が望ましい生活習慣づくりについて共有を図って

いる。また、家庭と連携した家庭学習の習慣づくりの取組がなされている。

１ 取組① 協力・連絡体制を築きます

（１）１２年間をつなぐ家庭学習

会津坂下町では、「子育て支援

日本一を目指した『一つの学園

構想』」のもと、町内の幼稚園、

小学校、中学校が“一貫性”“共

通性”“継続性”で「育ち」と「学

び」をつないでいる。

発達段階に応じて、家庭学習

の内容を例示し、さらに保護者

の役割の例も示すことで、学校

と家庭が連携して家庭学習の習

慣づくりに取り組んでいる。

また、幼稚園においても小学

校との接続を意識した家庭学習

の在り方を保護者と共有し、保

護者の関わり方の例を示すなど、

１２年間を見通した一貫性のあ

る取組がなされている。

【町広報より 保護者からの御意見】
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（２）生活習慣・家庭学習習慣の涵養

毎年、家庭学習の習

慣づくりとともに、望

ましい生活習慣づくり

についても積極的に取

り組んでいる。

特に、メディアコン

トロール、子どもとの

コミュニケーションに

力を入れており、各家

庭にも浸透してきてい

る。

２ 取組② 内容・方法を指導します

（１）自主学習の内容の工夫

町から示された家庭学習の例を基に、各

学年で家庭学習の実施状況を確認する場を

もっている。学校の取組を保護者会やお便

りを通じて家庭と共有し、家庭学習の内容

・方法について共通理解のもと指導を行っ

ている。自主学習の内容については、漢字

や計算練習などとともに、上学年では、定

着確認シートや全国学力・学習状況調査問

題にも取り組んでいる。

（２）ノートコンクールの実施

授業のノートや自主学習ノートのコンクールを実施し、表彰されたノートは廊下に

掲示している。また、高学年では、これまでの自主学習ノートをロッカーに並べ、互

いに見合うことにより家庭学習への意欲を高めている。

よいところや工夫している

ところを称賛し、意欲付け

を図っている。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「自己マネジメント力を育む取組」と「授業と家庭学習をつなぐ手立て」

猪苗代町立吾妻中学校
【取組の概要】

生徒たちの「自己マネジメント力」を育成すべく、「絆ノート」の活用、コース選択
制によるノーメディアデーの取組を行っている。また、家庭学習と個別指導、家庭学習
と授業の関連を図った実践を積み重ねている。

１ 取組① 内容・方法を指導しています
（１）自己マネジメント力を育む取組

① 「絆ノート」の活用
学校生活と家庭生活ともによりよ

いものを目指していくために、日々
の生活記録や学習計画を記入する
「絆ノート」を独自に作成し、活用
している。
今年度は、学校の課題である「メ

ディア時間の多さ」の改善を図るた
めに、メディアに触れる時間や生活
時間の使い方も書き込めるように仕
様を改めた。
教育相談（学習相談）時には、「絆

ノート」を各教科担任が確認し、各
個人の家庭学習の状況やこれからの
改善策を具体的にアドバイスしてい
る。

② ノーメディアデー
基本的に、毎週木曜日に実施。水

曜日に次の日自分が実施するコース
を決め、一覧表に自己申告をする形
で実施している。
完全なノーメディアとするのでは

なく、生徒の実態に応じて自己申告する形なので、メディアとのつきあい方を自
ら考えることになるとともに、無理なく取り組める。時間を大切に使うことの大
切さ、ゲームのやり過ぎが脳に与える影響などを考えて、自分の生活をよりよく
管理し、実践する力をつけさせる効果的な取組である。
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（２）脳科学からのアプローチ
「学習の手引き」の全体版に、

脳科学に基づく効果的な学習の仕
方を紹介。
「五感を使って覚えると効果

的」、「１ヶ月に４回は繰り返すと
効率よく復習できる」、「覚えたこ
とを人（自分）に説明して記憶す
る」など、家庭学習に役立つ情報
を掲載し、科学的な意味付けを行
った上で指導に当たっており、学
習集会で全校生向けに指導もして
いる。

（３）定期テスト前質問学習会の実施
定期テスト５日前に２回の質問学
習会を実施。普段の授業や、前日の
家庭学習でわからなかったことを教
科担当の先生等に質問したり、生徒
同士で教え合ったりする機会を設け
ている。
日頃、質問したいと思っていても
遠慮して聞けない生徒も多く、その
ような生徒にとっては大変貴重な機
会となり、満足度も高く、かつ、教
師と生徒の距離が近くなったと感じ
る生徒も多い。また、質問して学習
した内容を日頃の学習に生かそうと
取り組んでいる生徒の姿が見られた。
（自主学習ノート、まちがい直しノ
ート等の作成など）

２ 取組② 授業と家庭学習をつなげています
○ 授業と家庭学習をつなぐ手立て

各教科において、次時の授業につながる家庭学習を意識し、以下のように手立て
を講じている。これらの実践により、次時の授業の取組がスムーズになり、進んで
問題解決をする生徒の姿など、学習に意欲的に取り組み、学習内容を理解しようと
する積極的な姿が見られた。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「家庭学習計画タイム」と「家庭学習カード」を活用した自己マネジメン

ト力の育成

只見町立只見小学校

【取組の概要】

日課表の中に毎日１５分間の「家庭学習計画タイム」を設定し、児童自らが「Research
（自分を知る）」、「Plan（計画する）」できるように支援している。また、「家庭学習カ
ード」を活用し、「Cheak（確かめる）」、「Action（見直す）」できるようにも支援してい
る。教育活動全体を通して「R-PDCA サイクル」を意識できるようにして「自己マネジ
メント力」の育成に取り組んでいる。

１ 取組① 内容・方法を指導しています

（１）日課表の中に「家庭学習計画タイム」を設定

５校時終了後の１５分間、児童が

家庭学習の具体的な計画を立てる「家

庭学習計画タイム」を設定している。

校内行事等があり、設定している時

間帯に実施できない場合でも、朝の

活動の時間に実施するなど、時間を

調整して取り組んでいる。

学級担任を中心に、管理職や学級

担任外も加わり、計画が立てられな

い児童には、計算や漢字の学習など、

取り組みやすい内容を紹介している。

また、学習の量や難易度が児童の力

に合っているか、必要に応じて助言

を行っている。

継続して取り組むことによって、

家庭学習への意欲を高めるとともに，

見通しをもち進んで家庭学習に取り

組むことができるようになってきて

いる。

今後は、家庭学習を授業と連動さ

せることよって学習効果を高め、基

礎的・基本的な学習内容が確実に身

に付くように工夫していく。

［家庭学習計画タイム］
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（２）「家庭学習カード」による振り返り

各学年で「家庭学習カード」を活用し、「家庭学習計画タイム」で立てた計画につ

いて振り返りを行っている。各学年で使用する「家庭学習カード」は、全学年共通で

設ける項目（宿題と自主学習の内容、音読する箇所、読む本の題名、学習時間、保護

者のチェック欄）と、各学年の実態に応じて設ける項目から構成されている。

４学年は、保護者と担任がコメントを書くことで意欲付けを行っている。また、６

学年は、学習に取り組んだ時刻も記録するようにし、決まった時刻に家庭学習を始め

る習慣づくりを行っている。

［４学年の「家庭学習カード」］ ［６学年の「家庭学習カード」］

２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 家庭学習充実のための校内体制の確立

定期的に学力向上対策委員会を開催し、

家庭学習計画タイムの進め方について共通

理解を図っている。

第１回は、家庭学習スタンダードの概要

やねらいの確認を行った。教職員の転出入

があったことから、昨年度リーフレットを

配付した際に各家庭にお願いしたことにつ

いて、教職員全体で共通理解を図った。ま

た、家庭学習計画タイムの進め方について、

右の資料を用いて全体で確認し、各学年同

一歩調で家庭学習充実のために取り組んで

いる。第２回は、各学年の取り組み状況や

課題になっていることなどを共有し、より

充実させるための手立てについて話し合い

を行った。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 授業と家庭学習をつなぐ「家庭学習９０プラン」と生徒会の取組

南会津町立南会津中学校

【取組の概要】

授業と家庭学習をつなぐために、学校の実態を踏まえた「９０分」という時間の有効

活用を意識させる「家庭学習９０プラン」に取り組んでいる。また、生徒自らも家庭学

習の充実に向けて様々な取組を行っている。

１ 取組① 授業と家庭学習をつないでいます

○ 授業と家庭学習をつなぐ「家庭学習９０プラン」の実施

授業と家庭学習のサイクルを意識できるように、教育活動全体で「家庭学習９０プラ

ン」に取り組んでいる。学校の統合に伴い、１時間以上かけて登下校している生徒もい

る実態を踏まえ、「９０プラン」をもとに時間の有効な使い方について指導を行ってい

る。

教師は、授業と家庭学習のつながりが実感できる授業づくりに取り組んでいる。また、

生徒自らが、学習した内容の定着を確認するために、全国学力・学習状況調査問題や過

去の定着確認シート問題を教室に準備し、生徒がすぐに活用できるよう工夫している。

今後は、「家庭学習スタンダード」を活用し、自校の実態に応じた「家庭学習の手引

き」を作成するため、現職教育部会や各教科部会において話し合いを進める計画である。

＜「家庭学習９０プラン」の取り組み方＞

＜教室に準備された定着確認シート＞
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２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 生徒会による様々な取組

① 学習委員会による見本となる家庭学習の紹介

「家庭学習９０プラン」の活用に向けて、学習委員会においては、見本となる家庭

学習ノートを教室や廊下に掲示し、どのような点が工夫されているのか、どこを改善

するともっと充実した家庭学習になるのかなど、学習委員から一言コメントをつけて

いる。

② 生徒会本部による時間の有効活用に向けた取組

生徒会本部においては、「スマートフォン、ＰＣ等の使用についてのわたしたちの

つの約束」を定め、メディア等の接し方や時間の有効活用などを呼びかけている。ま

た、「親と子の７つの約束」により、家庭の協力が得られるよう、生徒自身が保護者

へ向けて情報発信の周知も行っている。
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【家庭学習ノート】

家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「家庭学習強化週間」と「家庭学習と授業の接続」

南相馬市立原町第二小学校

【取組の概要】

家庭学習の進め方について、学校と家庭で目的、内容、方法の共有化を図っている。

また、「家庭学習強化週間の設定」、「個に応じた家庭学習の工夫」、「家庭学習を授業に

生かす取組」がなされている。

１ 取組① 協力・連携体制を築いています

（１）保護者への啓発

保護者会、学校評議員会等で「家庭学習スタン

ダード」を周知している。

また、学校独自で作成した「家庭学習の進め方

（ひばりっこのチャレンジ）」を各家庭に配付し、

学校と家庭が家庭学習のポイントを共有し、児童

の自己マネジメント力の育成に取り組んでいる。

なお、家庭学習の充実に向けて、保護者と意見

を交換する機会も検討している。

【「ひばりっこのチャレンジ」の一部抜粋】

（２）「家庭学習強化週間」の設定

月に一度「家庭学習強化週間」を実施し、児童に「目標」や「内容」を設定させ、

取組への自己評価をさせている。
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【家庭学習ノート】

（３）「学習の仕方」の配付

各学年に応じた「学習

の仕方」を配付し、保護

者にも家庭学習の環境づ

くりに向けた協力を仰ぐ

ことで、学校、子ども、

家庭が一体となって家庭

学習の充実に向けた取組

をしている。

２ 取組② 家庭学習を授業に生かす指導をしています

（１）日課表

今年度より、個に応じた指導の充実を図るため、日課表の中に「ステップアップタ

イム」を設けている。水曜日と木曜日の朝の時間は、授業内容との関連のある家庭学

習に取り組んだ例を紹介したり、課題となっている学習内容の反復練習の場としたり

するなど、年間をとおして計画的に活用している。また、水曜日の５校時、６校時の

後にも位置付け、授業に関わる補充的・発展的な内容に取り組むだけでなく、家庭学

習の内容・方法についての指導も行っている。

（２）個に応じた家庭学習指導と授業との接続

高学年では、これまでの自主学習へ

の取組の実態をもとに、教師が児童へ

自主学習の内容について指導を行って

いる。算数科では、授業でできなかっ

た内容にもう一度取り組んでみるよう

な支援や、「授業中では思いつかなか

った考えがあれば、それを書いてきて

みたら？」といった声かけなどを行い、

児童による新たな発見が生まれるよう

な自主学習となるよう支援をしている。一方で、定着に課題が見られる場合は、復習

を中心とした家庭学習となるよう支援をしている。

３ 取組③ 内容・方法を指導しています

保護者が学校を訪れる機会を利用して自

主学習ノートの展覧会を開催している。各

学年の児童のよい取組を紹介することで、

児童相互だけでなく保護者にもよりよい家

庭学習のイメージをもつ機会となっている。

なお、児童の素晴らしいノートを表彰し、

自主学習への意欲付けも行っている。
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「学習の手引き」と「ＩＣＴ」を活用した家庭学習の質の向上

新地町立尚英中学校

【取組の概要】

「家庭学習スタンダード」を基に、各教科で作成していた学習の仕方を見直し、新た

に「学習の手引き」を作成して、家庭学習の質の向上を図るとともに、ＩＣＴを活用し

家庭学習と授業をつなぐ実践を行っている。

１ 取組① 共通理解を図り指導しています

○ 「学習の手引き」を活用し

た家庭学習の質の向上

昨年度までは、学習の仕方に

ついて各教科に任せていたとこ

ろがあったが、「家庭学習スタン

ダード」を基に、それらを見直

し「学習の手引き」を作成した。

年度当初に全校生に配付し、学

校全体で共通理解を図り、指導

を行っている。目的をしっかり

もって学習に取り組んだり、見

通しをもち、最後まで根気強く

学習したり、何がわかって、何

がわからないかをはっきりさせ

たりするなど、生徒自身がＲ－

ＰＤＣＡサイクルを実施できる

ように、継続的に指導を行って

いる。今後、より活用しやすい

「学習の手引き」になるように、

今年度１年間の取組を振り返り、

生徒の声も生かしながら、改善

をしていく予定である。
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２ 取組② 授業と家庭学習をつなげています

（１）ＩＣＴを活用した家庭学習の実践

町内の学校全体でＩＣＴを活用した学びを展開している。授業での活用だけでなく、

家庭学習においてもＩＣＴを活用した実践を行っている。家庭にパソコンやインター

ネット環境のない生徒には、「パソコン持帰り」として、パソコンやモバイル Wi-Fi
ルータの貸し出しも行って

おり、誰でも気軽にＩＣＴ

を活用した家庭学習ができ

る環境が整っている。様々

なソフトを使用して、生徒

が自主的に家庭学習に取り

組んだり、生徒が授業の動

画や板書の写真等を持ち帰

り、家庭で復習する試みも

始めたりしている。それに

より、生徒の家庭での学習

状況を学校のパソコンを利

用して担任や教科担当が把

握でき、個に応じた助言や

個別支援を行うことができ

ている。

（２）家庭学習と授業をつなぐ実践

教員は、それぞれの生徒 ＜家庭での学習状況と定着状況＞

の家庭での学習状況（い

つ、何時間学習したか等）

や定着状況等について学

校のパソコンで確認する

ことができる。生徒の実

態を把握し、理解が不十

分である場合には、補充

学習を行うなど、家庭学

習と授業をつなぐ取組を

行っている。

＜ＩＣＴを活用した家庭学習の様子＞ ＜ｅライブラリを活用した補充学習の様子＞
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 「家庭学習の手引き」の見直しと「学習・生活習慣セルフチェック」の活用

いわき市立高坂小学校

【取組の概要】

子どもたちの家庭学習への取組から、学校の「学習の手引き」を見直し、生活や学習

の習慣を自ら振り返りながら、より良い生活に改善していこうとする自己マネジメント

力の育成に努めている。

１ 取組① 共通理解を図り指導します

○ 児童の実態に応じた「家庭学習の手引き」の作成

学校全体で確認した生活のきまり

や「学習の手引き」の改善を図って

いる。特に、高学年ブロックでは、

中学校への接続を視野に入れ、「漢

字・計算ドリル学習の進め方」を配

布し、基本的な学習の仕方の徹底を

図ってきた。また、家庭に対しては、

お便りだけではなく、授業参観等に

おいて、学年の取組について担当者

が説明し、協力を依頼している。さ

らに、「学習の進め方」による学習

方法の徹底だけでなく、学習時間や

学習内容について予定を立て、子ども自らが生活を改善するできるように「学習・生

活習慣セルフチェック表」を作成している。

「学習の進め方」に加えて「生活習慣」をより意識化させることによって、目標とし

ていた「月曜日から金曜

日までの５日間で３００

分以上」の学習時間をほ

とんどの児童が確保でき

るようになり、目標をさ

らに高くもって取り組む

児童が増加した。
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２ 取組② 内容・方法を指導します

○ 予定確認表と学習・生活習慣セルフチェックの活用

家庭学習の習慣化のためには、子ども自らが翌週の生活スケジュールを立てること

ができるようにすることが大切である。習い事など放課後の予定を記入させることで、

「学習・生活習慣セルフチェック表」を作成させている。その際、就寝時刻・起床時

刻を記録し、生活習慣についても振り返ることができるようにしている。また、生活

習慣については、保護者が積極的に子どもと関わっている。午後９時から１０時まで

の間にほとんどの子どもたちが就寝し、睡眠時間が十分に確保され、生活のリズムが

身に付いてきている。

これらの取組を継続してきた結果、合計学習時間が増加しただけでなく、帰宅後の

時間や週末の時間の使い方について子ども自身が考えるようになり、自己マネジメン

ト力の育成につながっている。

【学習・生活習慣

セルフチェック表】

【児童の自学ノート例】

○保護者から

「１週間の放課後の予

定を考えて、学習を進

めていくということは、自

分の生活を自分で考え

ていくことにつながって

良い。」

「親も、宿題をどのくらい

の時間で終わらせたの

かが分かって良い。」

○保護者から

「最初のうちは、ドリル学

習を丁寧にやると１時間

では収まらなかった。月

曜から金曜まで３００分

（１日１時間）では少な

いかとも思ったが、子ど

もの家庭学習の姿を見

ると、時計を目の前にお

いて、集中して学習す

る姿に感心した。」
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家庭学習の充実に向けた実践を行っている学校の取組

取組の特徴 キャリア教育を基盤とした学校経営に基づく家庭学習の取組

いわき市立中央台北中学校

【取組の概要】

キャリア教育を基盤とした学校経営を行っている。その一環として、各教科の授業と

家庭学習をつないだり、家庭生活と学校生活をつないだりするなどしてキャリア教育を

展開し、教育活動全体を通して家庭学習の充実に向けた取組を行っている。

１ 取組① 授業と家庭学習をつなげています

○ ＲＶＰＤＣＡサイクルによるマネジメント学習法

キャリア教育における４つの基礎的・汎用的能力である「人間関係形成・社会形成能

力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」をそれ

ぞれ、「言葉で心でかかわる力」「自分を知り自ら動く力」「考えてやりとげる力」「見

通す力」として自校化し、教育活動全体を通して基礎的・汎用的能力の育成に取り組ん

でいる。

「家庭学習スタンダード」におけるＲ－ＰＤＣＡサイクルのＰｌａｎに含まれる「目

標を立てる」ことをさらに強調するためにＶｉｓｉｏｎ（目標設定）を加えたＲＶＰＤ

ＣＡサイクルによるマネジメント学習法として、「自主学習マネージメントサイクルプ

ラン」を示している。学びの主体は生徒であることから、学習の方法をどのように工夫

・改善すれば「目指す学力」に到達することができるかについて、「自主学習マネージ

メトサイクルプラン」を基に、具体的に生徒に考えさせている。
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＜「ＲＶＰＤＣＡマネジメントサイクルシート」の一例＞

「自主学習マネージメントサイクルプラン」を

具現化するために「学力向上のためのＲＶＰＤＣ

Ａマネジメントサイクルシート」を作成し、活用

している。シートは、いくつかのバリエーション

があり、さらに生徒の実態に応じて教師がカスタ

マイズしている。生徒はシートを「家庭学習スタ

ンダード」に貼り付け、活用している。

生徒が「目指す学力」に到達するための改善策

を考える過程で、教師は、課題対応能力の向上を

意識しながら支援することを大切にしている。計

画立案は、教師からのアドバイスを受けることや

友人と情報交換することで、人間関係形成・社会

形成能力を高める活動となっている。また、シー

トに記入することで、自己理解・自己管理能力を

高め、継続性や習慣化につながるということを粘

り強く指導している。記入したシートや使用したノートを活用し、自らを振り返らせる

ことで課題対応能力を高め、キャリアプランニング能力の向上につなげるなど、学年主

任を中心に学年全体で指導している。

２ 取組② 協力・連携体制を築いています

○ 学校と家庭との連携

「学力向上マネジメントサイクルプラン」（学力向上グランドデザイン）の中に、学

校と家庭の役割について位置付けている。学校においては、学習習慣を身に付けたり、

学習意欲を高めたりするための働きかけについて、教師間で共通理解を図り、学校全体

で実践している。家庭においては、保護者が取り組めることについて、年間を通して保

護者会や学年便り等で周知し、家庭教育力の向上に努めている。また、校長座談会を開

催するなど、キャリア教育について保護者と共通理解が図られてきており、家庭教育や

ＰＴＡ活動にも基 ＜「学力向上マネジメントサイクルプラン」の一部＞

礎的・汎用的能力

を意識した取組が

たくさんみられる

ようになっている。


